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 寒さも次第に和らいできました。秋に植えたチューリップが小さな芽を出し、寒

さの中にも春の訪れを感じるこの頃です。 

この一年間、毎日の生活や遊びを通して様々な経験をし、子どもたちの心と体は

たくましく成長しました。友だちや保育士と一緒に楽しさやうれしさを味わうこと

があれば、時には悲しい思いや悔しい思いをしたこともあったと思います。そんな

すべての経験が大切だったのではないかと思います。 

今年度もあと一か月となりました。自分が成長したという喜びを感じ、入学や進

級への期待が持てるように保育を行っていきたいと思います。 

最後になりましたが、一年間保護者の皆様をはじめ、地域の皆様にたくさんのご

支援、ご協力をいただきまして、職員一同心より感謝申し上げます。ありがとうご

ざいました。 

３月の行事予定 
１日（月）おあつまり会              

３日（水）誕生会・ひなまつり会（コンサート）★ 

〃   だんだんクラブ、保育所開放日  

４日（木）立石神社へ行こう（佐香っ子デー）★ 

５日（金）ふじ組親子お別れ会 

８日（月）身体測定 

９日（火）ふじ組交流（中部保育所来所） 

１０日（水）お別れパーティー 

１１日（木）すまいるデー😊  

１２日（金）お箸レッスン、集金日 

１４日（日）清掃奉仕（8:30～）保護者会役員会 

１７日（水）北部子育て応援倶楽部 

１８日（木）弁当の日 

２０日（土）（祝）春分の日 

２３日（火）ふじ組半日保育（13:00降所） 

２４日（水）令和２年度修了式 

２６日（金）お道具箱・作品袋・進級祝い持ち帰り 

２９日（月）給食終了、布団・外ズック・衣類持ち帰り 

３０日（火） 

３１日（水） 

＊避難訓練（予告なし）★ミニ保育参加の日 

４月の主な行事 

 １日（木）令和３度年保育開始 

お知らせ・お願い 
○ひなまつり会・保育所開放日・だんだんクラブ（3日） 

 フルート、トロンボーン、声楽の音楽家のみなさんをお迎えし、 

１０時２０分から保育所開放日の親子の方、佐香地区高齢者の方（佐 

香コミセン共催）と一緒に演奏を聴きます。 

○立石神社へ行こう（４日） 

 ２～５歳児は、天気が良ければ歩いて立石神社にお参りします。 

○集金について（１２日） 

 今月は年度末のため、用品代も含めて集金させていただきます。 

○令和２年度修了式について（2４日） 

 修了児とその保護者の方、２～４歳児、職員が出席してお祝い

をしたいと思います。（詳細については改めてご案内を差し上げま

す。）なお、２３日は修了式準備のため、修了児は１３：００の降

所とさせていただきます。ご協力よろしくお願いします。 

○年度末の保育について（30・31 日） 

 来年度の準備のため３０・３１日は希望保育とさせていただき

ます。ご都合もあろうかと存じますが、ご理解、ご協力をいただ

きますようよろしくお願いします。詳しくは後日お便りします。 

保育目標 ～ 就学・進級に期待を持とう 
 大きくなったことやできるようになったことを喜び合ったり、か

もめ組ともも組が交流しながら友だちと楽しく過ごして思い出作り

をしたりし、就学や進級を楽しみにできるようにします。 
 
生活目標 ～ 就学・進級に向けて身の回りを整えよう 
 年齢に応じて、自分で身の回りのことができることに喜びを感じ、

自信につなげたいと思います。また、今まで使っていた自分のロッ

カーを片づけたり、毎日遊んだ保育室や遊戯室、所庭を掃除したり

して、感謝の気持ちが持てるようにします。 

希望保育 

＊ご寄贈ありがとうございました＊ 
花団子 ～ 地域の方 
ひなあられ ～ 地域の方 

佐香自治協会 ～ 大型絵本他 

 
保育会全体研修の日の保育時間についてのお願い 

５日（金）は、保育会職員研修を行いますので、保育時間は１８時３０分（延長保育
なし）とさせていただきます。大変ご迷惑をおかけいたしますが、職員全員が参加する
研修ですので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

３月生まれのお友だち 

いしくら ゆいさん（３さい） 

おたんじょうびおめでとう！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊子育てエール＊ 

★年上の子とあそぶのはちょっと誇らしい 
 子どもにとって１，２歳のちがいは大きく、年上のおにいちゃん、おねえち
ゃんはあこがれの存在です。その仲間に入れてもらえるということは、同
年齢同士であそぶより、ちょっぴり誇らしいもので、いろいろまねをしてみた
いことがあるのです。時に、いいつけられたり、おこられたりしながら、年上
の仲間とあそぶときのコミュニケーション方法を身につけていくでしょう。 

★年下の子の世話が充実感をもたらすことも 
「○ちゃんをトイレにつれて行って」というと、「わかった」と手をつなぎトイ

レへ。「ここでおしっこするんだよ」「ここをめがけて、チーってすればいいか
らね」と自分がおそわったようにおしえてあげます。 
 こういうことができるようになると、自分も少し大きくなったような気がして
うれしくなります。自分を頼ってくれる年少者の存在は、「自分も、役に立
っているんだ」という充実感をもたらすことでしょう。 

参考文献「子どものコミュニケーション力の基本は共感です」旬報社 

 

～みんななかよし！ほくぶほいくしょ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『年上の子や年下の子と遊ぶことで、たよったり、 

たよられたり、コミュニケーションがひろがります』 

 

「
足
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もうすぐ就学・進級を迎えます。北部保育所のよさである
家庭的な雰囲気のなかで大きくなった子どもたちは日々の
かかわりのなかで自然とたくさんのことを学んでいます。 

きっとこの先もこのやさしさは受け継がれていくでしょう。 

 ちょっぴり
苦手なもの
も、かもめ組
さんとなら食
べられます！ 

「ゆっくりのせるんだよ」 

「お兄さんたちすごいね！」 

『めぐみ会員さんと一緒に』（もちつきお別れ会２/２６） 



 


